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本
事
業
は
地
域
活
性
化
に
資
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
を

目
的
と
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
き
っ
か
け
作
り
と
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
の
た
め
に
伝
統
文
化
や
音
楽
の
講
習
会
を
開
催
し
、
習
得
し
た

知
識
と
手
技
を
活
か
し
て
活
動
す
る
地
域
活
性
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

高
齢
者
福
祉
お
よ
び
留
学
生
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
活
動
に

必
要
経
費
の
一
部
を
支
援
し
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
に
貢
献
す

る
。　
　

ア　

芸
術
・
伝
統
文
化
講
習
会
の
開
催

　
　
「
京
都
鴨
沂
会
文
化
教
室
」

イ　

地
域
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

ウ　

高
齢
者
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進　

　
　
「
伝
統
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

　
　
「
音
楽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

エ　

留
学
生
の
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
の
た
め
の
支
援
活
動　

　
　
「
高
校
留
学
生
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
」

　
　
「
外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室
」

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
支
援
と

人
材
育
成
の
た
め
の
講
習
会

平成29年度京都鴨沂会文化教室履修内容

教室名 茶　道 華　　道 謡　曲 書　道
講師名 吉田　宗翠 木平　珠影 矢木 　喜代子
４月 風炉 盆略点前 薄茶点前 いけばなの基本 桜川　熊野
５月 風炉 薄茶点前 濃茶点前 葉物をいける 芦刈　加茂
６月 風炉 薄茶点前（名水点） 花の水揚げを体験 松風　夕顔
７月 風炉 薄茶点前（洗茶巾・平茶碗） 水をいける 女郎花　高砂
８月 夏休み 夏休み 夏休み かな
９月 風炉 薄茶点前 濃茶点前 お月見の花 井筒　蝉丸 かな
10月 風炉中置 五行棚の扱い 秋の七草 玉葛　景清 調和体（漢字かなまじり）
11月 開炉 炉薄茶点前 正月飾り 姨捨　放下僧 包みもの、袋ものの上書き
12月 炉 濃茶点前 正月花のお稽古 内外詣　猩々 色紙、年賀状（来年の干支等）
１月 初釜 濃茶 薄茶 点心 初いけ 海人　二人酔 楷書
２月 炉 薄茶点前（筒茶碗・絞り茶巾） 花束・コサージュ 雲林院　百萬 楷書
３月 炉 濃茶点前 薄茶点前 ひな祭りの花・折り紙 雲雀山 行書
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「
華
道
教
室
を
ふ
り
か
え
り
」

�

華
道
教
室　

杉
田　
　

福　

　

花
屋
さ
ん
に
は
香
り
豊
か
、
色
も
と
り
ど
り
揃
う
四
月　

教
室
の

始
ま
り
で
す
。
草
月
流
い
け
ば
な
の
基
本
形
か
ら
習
い
ま
す
。
花
器

選
び
も
悩
む
一
つ
で
す
。
花
材
の
中
か
ら
、
枝
・
花
を
見
て
花
器
に

合
わ
せ
基
本
の
長
さ
を
切
り
、
花
材
を
生
か
す
よ
う
先
生
は
話
さ
れ

ま
す
。
各
人
の
個
性
あ
る
作
品
を
丁
寧
に
指
導
さ
れ
、
先
生
の
手
が

少
し
加
え
ら
れ
る
こ
と
で
素
敵
な
作
品
が
出
来
上
が
り
楽
し
い
ひ
と

時
で
す
。
月
を
追
う
ご
と
に
基
本
か
ら
応
用
へ
と
イ
メ
ー
ジ
を
広
げ

て
個
人
の
持
ち
味
を
生
か
し
た
い
け
ば
な
を
習
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
嬉

し
い
作
品
と
な
り
ま
す
。
教
室
行
事
の
一
つ
、
毎
年
末
環
境
フ
ェ
ス

タ
に
参
加
し
て
、
正
月
用
飾
り
花
や
小
作
品
を
作
り
会
場
に
来
ら
れ

た
皆
様
に
お
渡
し
す
る
な
ど
、
大
変
喜
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
少
し
で

も
、
日
本
文
化
華
道
を
通
じ
、
お
互
い
に
穏
や
か
な
気
持
ち
に
な
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
本
年
は
先
生
の
体
調
も
悪
く
、
生
徒
の
方
に

も
高
齢
と
な
り
欠
席
者
が
多
く
、
教
室
自
体
休
み
が
ち
で
し
た
。
勝

手
な
事
で
す
が
、
今
年
度
で
終
わ
り
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
今
迄
い

ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
り
、
ご
協
力
頂
き
誠
に
あ
り
が
た
く
感
謝
致
し

ま
す
。
華
道
教
室
一
同
よ
り
改
め
深
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
鴨
沂
会
の
発
展
と
ご
活
躍
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

「
初
釜
も
Ｉ
Ｈ
置
炉
で
」　　
　

�

茶
道
教
室　

吉
田　

宗
翠　

　

今
年
の
初
釜
は
、
先
般
購
入
い
た
だ
き
ま
し
た
Ｉ
Ｈ
置
炉
に
よ
り

実
施
い
た
し
ま
し
た
。
床
は
「
端
色
新
」
大
徳
寺
高
桐
院
松
永
剛
山

老
師
。
香
合
は
犬
染
付
、
花
は
若
松
と
水
仙
。
棚
は
蛤
卓
と
お
正
月

ら
し
い
取
合
せ
。
先
ず
、
は
な
び
ら
餅
を
全
員
で
い
た
だ
き
次
に
茶

碗
嶋
台
に
よ
り
濃
茶
、
坐
忘
斎
お
好
み
長
松
の
昔
（
柳
桜
園
詰
）
を

お
正
月
ら
し
い
雰
囲
気
の
中
で
服
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
点
心
は

祇
園
菱
岩
よ
り
お
弁
当
を
取
り
寄
せ
、
な
ご
や
か
な
談
笑
の
中
に
お

い
し
く
頂
戴
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
お
薄
席
に
移
り
各
自
が
順
番
に

お
点
前
を
し
、
お
干
菓
子
、

「
犬
と
千
代
結
」
で
薄
茶
を

一
服
い
た
だ
き
、
緊
張
の
中

に
も
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
以
前

は
三
階
へ
の
水
運
び
等
大
変

で
し
た
が
、
Ｉ
Ｈ
置
炉
の
お

陰
で
一
階
の
和
室
で
実
施
す

る
こ
と
が
出
来
、
一
同
充
分

に
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
が
出

来
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。



33　鴨沂会誌　155　2018

　
　

会　

記

床　
　
　
「
端
色
新
」
大
徳
寺
高
桐
院　

松
永
剛
山
老
師

花
入　
　

旅
枕　

備
前　

花　
　
　

水
仙　

松

香
合　
　

犬
染
付　
　
　
　

棚　
　
　

蛤
卓

水
差　
　

常
付　

濃
茶
器　

竜
谷　

香
雲　

造

薄
茶
器　

あ
け
ぼ
の
棗な

つ
め　
　

表
完　

造

茶
杓　
　
「
吉
祥
」　

柳
生
芳
徳
禅
寺 
橋
本
紹
尚
禅
師

茶
碗　
　

嶋
台　
　
　

和
楽　

造

　
　
　
　

宝
づ
く
し　

道
八　

造

　
　
　
　

祥
瑞
写　
　

徳
泉　

造

蓋
置　
　

銀
杏
仕
上
げ
綾
紙
絞　

竹
彩
堂　

造

茶　
　
　

濃
茶　

坐
忘
斎
お
好
み
長
松
の
昔　
　
　

　
　
　
　

薄
茶　

江
雲
の
白　

柳
桜
園
詰

菓
子　
　

は
な
び
ら
餅　
　
　
　
　

　
　
　
　

干
菓
子　

犬
千
代
結

　

平
成
三
十
年
一
月
十
八
日

　
　

京
都
鴨
沂
会
茶
道
教
室　

吉
田　

宗
翠

「
書
道
教
室
を
担
当
し
て
」

　

�

書
道
教
室　

嶋　

映
子　

　

平
成
二
十
九
年
度
よ
り
鴨
沂
会
文
化
教
室
の
書
道
を
担
当
致
し
ま

し
た
。
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
通
り
に
は
進
み
ま
せ
ん
が
、
最
初
に
書
道
の

手
法
、
腕
法
、
筆
法
の
基
本
か
ら
始
め
、
漢
字
、
か
な
文
字
の
美
し

さ
、
奥
深
さ
を
共
に
学
び
、
楽
し
み
、
ま
た
文
字
の
持
つ
意
味
、
中

国
、
日
本
の
古
典
、
漢
詩
や
草
か
な
文
字
の
作
品
が
生
ま
れ
た
時
代

背
景
な
ど
、
少
し
で
も
知
る
こ
と
で
味
わ
い
も
多
少
変
わ
っ
て
く
る

と
思
い
ま
す
。
日
本
の
文
字
の
長
く
、
美
し
い
歴
史
の
流
れ
、
一
と

き
佇
み
、
日
本
文
化
の
入
り
口
に
、
共
に
辿
り
着
き
た
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。

地
域
活
性
化
に
資
す
る

�

自
主
的
グ
ル
ー
プ
活
動
の
支
援

第
四
回
能
舞
台
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
今
宮
御
旅
所

　
　
　
　
　
　

主
催
：
能
舞
台
フ
ェ
ス
タ
ｉ
ｎ
今
宮
御
旅
所
実
行
委
員
会

　
　
　
　
　
　

共
催
：
西
陣
ま
ち
お
こ
し
の
会
、
上
京
区
役
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
京
文
化
振
興
会
、
京
都
鴨
沂
会　

�

代
表　
　
　

鳴
橋　

明
美　

�

ス
タ
ッ
フ　

寺
川
公
美
子　

　

平
成
二
十
九
年
五
月
七
日
今
宮
御
旅
所
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

実
行
委
員
十
名
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
十
五
名
に
よ
っ
て
準
備
し
、
当
日

運
営
に
当
た
っ
た
。
出
演
者
は
約
七
十
名
、
紫
野
高
校
ア
ナ
ウ
ン
ス

部
員
六
名
を
加
え
て
実
行
し
、
一
、〇
三
四
名
が
参
加
さ
れ
た
。

　
「
能
舞
台
フ
ェ
ス
タ 

ｉ
ｎ 

今
宮
御
旅
所
」
は
、
約
二
二
〇
年
前

に
建
立
さ
れ
た
能
舞
台
で
、
今
年
は
四
年
目
と
な
り
、
地
元
の
方
々
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や
京
都
市
内
の
大
学
の
学
生
に
よ
る
伝
統
芸
能
を
上
演
す
る
イ
ベ
ン

ト
を
昨
年
よ
り
更
に
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
し
て
、
小
鼓
・
能
・
狂
言
・
邦

楽
・
能
管
・
落
語
な
ど
と
地
域
の
方
々
に
も
ご
協
力
頂
い
て
、
開
催

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

能
狂
言
・
邦
楽
な
ど
ご
興
味
が
あ
っ
て
も
、
今
ま
で
ご
参
加
頂
く

機
会
が
な
か
っ
た
方
、
ま
た
小
中
学
生
の
時
か
ら
、
そ
の
素
晴
ら
し

さ
を
感
じ
て
、
能
狂
言
・
邦
楽
な
ど
日
本
の
伝
統
芸
能
に
、
興
味
を

持
っ
て
頂
く
た
め
に
、み
や
こ
子
ど
も
土
曜
塾
の
情
報
誌
へ
の
掲
載
・

RA
D
IO
 M
IX
 K
Y
O
T
O

大
谷
大
学H

appy H
our!

へ
の
出
演
・
京

都
市
文
化
市
民
局
の
ご
協
力
に
よ
る
情
報
冊
子
『「
能
楽
入
門
」
の

入
門
』
の
配
布
を
通
し
て
、
少
し
で
も
伝
統
文
化
を
身
近
に
感
じ
て

頂
け
る
よ
う
、
広
報
活
動
も
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
宮
祭
の
期
間
中
で
あ
り
、
来
場
者
の
み
な
さ
ま
に
も
お
神
輿
も

見
て
頂
く
こ
と
が
で
き
、
ま
た
当
日
は
「
西
陣
の
朝
市
マ
ル
シ
ェ
」

の
ご
協
力
に
よ
り
、
今
宮
御
旅
所
の
中
で
、
マ
ル
シ
ェ
も
同
時
開
催

す
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
京
都
市
内
の
学
生
さ
ん
、
一
般
の
方
々
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

と
し
て
、前
日
当
日
お
手
伝
い
頂
き
ま
し
た
。学
生
さ
ん
や
若
い
方
々

の
頑
張
り
が
素
晴
ら
し
い
、
み
な
さ
ん
が
「
こ
ん
に
ち
わ
」
と
声
を

か
け
て
下
さ
っ
て
気
持
ち
が
よ
か
っ
た
な
ど
の
ご
感
想
を
頂
き
、
こ

の
よ
う
な
つ
な
が
り
を
来
年
以
降
も
更
に
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進

　

本
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
要
請
を
、
本
会
文
化
教
室
、
鴨

沂
会
館
利
用
者
そ
の
他
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
へ
伝
達
し
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
調
整
を
し
て
い
ま
す
。

　

本
会
に
要
請
の
あ
っ
た
高
齢
者
福
祉
施
設
及
び
病
院
へ
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
を
派
遣
し
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
代
表
者
は
、

活
動
内
容
を
記
し
た
助
成
申
請
書
と
活
動
報
告
書
を
提
出
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
助
成
委
員
会
が
作
成
し
た
基
準
に
基
づ
い
て
助
成

費
を
提
供
し
て
い
ま
す
。　

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
記
録
」

　
京
都
鴨
沂
会
茶
道
教
室

ケ
ア
ハ
ウ
ス
サ
ウ
ス
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
向
島　

　

茶
道
教
室
員
三
名
が
四
月
、
六
月
、
十
月
、
十
二
月
、
二
月
の
六

回
の
お
稽
古
を
い
た
し
ま
し
た
。

　

四
月
十
三
日
寒
さ
も
や
わ
ら
ぎ
陽
春
の
四
月
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
の
集

会
所
も
床
に
「
一
花
開
天
下
春
」
に
掛
物
、
山
吹
、
椿
を
入
れ
、
ひ

お
お
ぎ
貝
香
合
を
飾
る
と
春
の
茶
席
と
な
り
ま
し
た
。
住
人
の
方
々

二
十
五
名
程
度
、
会
場
に
集
合
さ
れ
、
中
に
は
御
自
分
の
お
茶
碗
を

持
参
の
方
々
も
お
ら
れ
ま
し
た
。
お
点
前
を
披
露
し
、
道
具
や
床
の

し
つ
ら
え
等
、
質
問
に
も
答
え
、
お
菓
子
と
お
茶
一
服
で
、
ゆ
っ
く

り
と
し
た
時
間
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。
尚
、
当
日
、
協
会
の
会
長
様
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が
来
席
さ
れ
、
非
常
に
喜
ん
で
居
ら
れ
ま
し
た
。
担
当
者
が
少
人
数

で
し
た
が
、
充
実
し
た
一
日
で
し
た
。

　

十
月
十
二
日
夏
の
お
休
み
を
得
て
、
久
し
ぶ
り
の
茶
会
に
皆
様

早
々
に
お
出
ま
し
下
さ
い
ま
し
た
。
男
性
も
先
般
は
お
一
人
で
淋
し

か
っ
た
の
で
す
が
、
今
回
は
四
名
御
参
加
下
さ
り
、
総
勢
二
十
名
を

超
し
、
お
菓
子
が
足
ら
な
い
嬉
し
い
悲
鳴
で
し
た
。
床
は
「
清
風
萬

理
秋
」
香
合
に
「
武
蔵
野
三
日
月
」
花
は
秋
明
菊
、
す
す
き
と
中
置

の
し
つ
ら
え
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

書　

道　
　

青
谷
京
子

洛
和
会
ホ
ー
ム
ラ
イ
フ
山
科
東
野　

　

四
月
十
八
日
、
書
道
指
導
は
希
望
者
が
多
い
為
（
十
六
名
）
二
グ

ル
ー
プ
に
分
け
、
八
名
ず
つ
で
書
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
の
季
節
に
合
っ
た
課
題
と
名
前
を
書
い
て
も
ら
い
、
添
削
を
し
た

後
、
清
書
し
て
一
枚
ず
つ
掲
示
板
に
貼
り
ま
し
た
。
後
日
、
ご
家
族

の
方
々
に
喜
ん
で
い
た
だ
て
い
る
と
の
由
。
五
月
二
十
三
日
、
六
月

二
十
日
、
季
節
に
相
応
し
い
課
題
を
予
め
準
備
し
、
参
加
の
皆
さ
ん

の
書
き
た
い
も
の
に
挑
戦
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
書
き
た
い
課
題
を

積
極
的
に
選
ば
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

七
月
十
八
日
、
今
回
も
希
望
者
が
多
く
、
八
月
二
十
二
日
は
希
望

者
が
二
十
八
人
と
増
え
、
硯
な
ど
が
足
ら
ず
、
少
し
待
っ
て
い
た
だ

く
人
も
出
ま
し
た
。
課
題
を
用
意
し
、
各
々
に
好
き
な
手
本
の
課
題

を
書
い
て
頂
き
ま
し
た
。
七
月
、
八
月
に
書
か
れ
た
作
品
を
掲
示
板

に
貼
り
、
お
盆
休
み
に
家
族
の
方
々
が
多
数
来
ら
れ
、
喜
ん
で
お
ら

れ
た
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
六
日
、
今
月
は
秋
の
七
草
を
中
心
に
書
い
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
秋
を
感
じ
て
い
た
だ
け
た
様
子
で
「
女
郎
花
」
や
「
桔
梗
」

等
難
し
い
文
字
も
美
し
く
書
か
れ
ま
し
た
。
十
月
十
七
日
、
十
八
名

の
方
が
参
加
。
十
月
の
課
題
を
用
意
し
、「
金
木
犀
」「
神
無
月
」
等

難
し
い
文
字
に
も
挑
戦
さ
れ
ま
し
た
。
平
仮
名
の
方
も
あ
り
、
各
々

の
レ
ベ
ル
に
合
っ
た
課
題
を
随
分
上
手
に
書
か
れ
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
一
日
、
十
二
月
十
九
日
一
月
二
十
三
日
、
二
月
二
十

日
、
三
月
二
十
日
と
毎
月
一
回
の
お
稽
古
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま

し
た
。

書　

道　
　

嶋 

映
子

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
つ
く
し

　

十
一
月
七
日
「
は
ん
な
り
上
京
の
文
化
祭
」
の
書
道
を
楽
し
む
日

に
、参
加
者
の
好
み
の
漢
字
を
お
聞
き
し
て
、
手
本
を
書
き
、
作
品

の
指
導
等
を
致
し
ま
し
た
。
七
名
の
方
が
集
ま
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

日
本
民
謡
梅
若
流　

京
都
梅
若
会　

朝
優
支
部

京
都
市
本
能
時
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

五
月
三
十
日
八
名
、
八
月
二
十
九
日
は
九
名
、
一
月
三
十
日
に
は

十
名
の
梅
若
会
の
メ
ン
バ
ー
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

約
四
十
名
来
所
者
と
民
謡
と
童
謡
全
十
四
曲
を
歌
い
踊
り
ま
し

た
。
職
員
は
じ
め
皆
さ
ん
に
歌
詞
を
配
布
し
、
知
っ
て
お
ら
れ
る
方
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は
声
を
出
し
て
楽
し
く
唄
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
来
所
者

の
「
ふ
る
さ
と
」
を
お
聞
き
し
、

そ
の
故
郷
に
因
ん
だ
民
謡
を
ご
一

緒
に
唄
い
ま
す
と
会
場
が
大
変
盛

り
上
が
り
、
会
場
全
体
が
一
体
に

な
っ
た
よ
う
に
大
き
な
声
で
賑
や

か
に
楽
し
い
一
時
で
あ
っ
た
と
思

い
ま
す
。
昔
か
ら
口
ず
さ
ん
で
こ

ら
れ
た
民
謡
や
童
謡
に
人
気
が
あ

り
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
元
気

で
積
極
的
な
三
名
の
方
が
独
唱
さ

れ
ま
し
た
。　

天
神
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
そ
よ
風

　

十
一
月
十
七
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
八
名
が
、
約
三
十
五
名
の
入
所

者
を
囲
ん
で
民
謡
、
童
謡
等
全
十
四
曲
を
歌
い
、
踊
り
ま
し
た
。
職

員
さ
ん
は
じ
め
皆
さ
ん
会
場
全
体
が
一
体
に
な
っ
た
よ
う
に
笑
顔
に

つ
つ
ま
れ
ま
し
た
。
昔
か
ら
口
ず
さ
ん
で
こ
ら
れ
た
民
謡
や
童
謡
に

人
気
が
あ
り
、
元
気
で
積
極
的
な
四
、五
人
が
独
唱
さ
れ
ま
し
た
。

 

ミ
モ
ザ
（
合
奏
と
コ
ー
ラ
ス
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
伝
書
バ
ト
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

　

九
月
二
十
七
日
、
四
名
が
少
人
数
デ
イ
ケ
ア
伝
書
鳩
に
て
、
高
齢

者
向
き
訪
問
コ
ン
サ
ー
ト
を
約
一
時
間
行
い
、
暖
か
い
交
流
の
ひ
と

と
き
を
持
て
ま
し
た
。
声
楽
、
電
子
ピ
ア
ノ
、
リ
コ
ー
ダ
ー
、
ビ
オ

ラ
ダ
ガ
ン
バ
を
四
人
で
か
わ
る
が
わ
る
演
奏
し
、
又
全
員
で
合
唱
、

故
郷
の
秋
な
ど
ド
レ
ミ
パ
イ
プ
を
叩
い
て
、
ド
レ
ミ
の
歌
な
ど
を
合

奏
し
、
参
加
型
を
実
現
で
き
、See you again

の
か
け
声
を
も
ら

い
ま
し
た
。

東
九
条
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

九
月
二
十
三
日
に
は
施
設
で
は
、
毎
月
お
誕
生
日
お
祝
い
会
を
さ

れ
て
い
て
、
九
月
も
数
名
お
ら
れ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
ら
れ
る

時
、
三
十
数
名
の
入
所
者
と
で
ハ
ッ
ピ
ー
バ
ー
ス
デ
ー
を
歌
い
ま
し

た
。
ア
ッ
プ
ラ
イ
ト
ピ
ア
ノ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
最
初
に
ソ
ロ
〝
荒

城
の
月
〟
変
奏
曲
、最
後
に
連
弾
で
〝
舞
踏
へ
の
勧
誘
〟
を
演
奏
し
、

静
か
に
聞
い
て
も
ら
い
、〝
ク
ラ
シ
ッ

ク
好
き
だ
っ
た
の
よ
〟
と
言
っ
て
下

さ
る
方
も
あ
り
、
感
激
し
ま
し
た
。

ソ
プ
ラ
ノ
ソ
ロ
、
リ
コ
ー
ダ
ー
二
重

奏
で
も
真
剣
に
み
て
も
ら
い
、
虫
の

声
、
村
祭
で
も
曲
を
憶
え
て
お
ら
れ

る
よ
う
で
、
打
楽
器
も
た
た
き
喜
ん

で
も
ら
い
、私
共
も
〝
ま
た
来
て
ね
〟

の
声
か
け
に
や
り
が
い
を
感
じ
る
ひ

と
と
き
で
し
た
！
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詩　

音
（
合
奏
と
コ
ー
ラ
ス
）

大
津
市
坂
本
民
主
診
療
ホ
ー
ル

　

十
一
月
四
日　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
四
名
が
在
宅
高
齢
者
向
き

コ
ン
サ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。

八
十
名
余
の
参
加
。
声
楽
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
―
中
国
地
方
の
子
守

唄
さ
く
ら
貝
の
歌
、
百
万
本
の

バ
ラ
な
ど
、
二
胡
―
里
の
秋
・

モ
ン
ゴ
ル
民
謡
、
牧
歌
な
ど
、

ピ
ア
ノ
―
ソ
ナ
タ
悲
愴
を
ソ
ロ

で
演
奏
し
、
グ
ル
ー
プ
で
涙
そ

う
そ
う
な
ど
を
、
み
な
で
歌
お

う
コ
ー
ナ
ー
で
は
夕
日
、
庭
の

千
草
を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
手
拍
子
も
出
て
喜
ん
で
も
ら
い
、
ま

た
来
年
も
き
て
ほ
し
い
と
言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ア
ル
ベ
ロ
・
フ
ェ
リ
ー
チ
ェ
（
歌
唱
）

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
故
郷
の
家
・
京
都

　

一
月
十
三
日
八
名
が
ホ
ー
ム
を
訪
問
し
、
子
供
の
歌
集
（
工
藤
吉

郎
作
曲
）「
つ
め
草
の
う
た
」
の
中
か
ら
十
一
曲
を
ピ
ア
ノ
伴
奏
で

歌
っ
た
。
小
道
具
と
振
り
付
け
を
自
分
達
で
工
夫
し
て
発
表
し
た
の

で
、
皆
様
楽
し
ん
で
下
さ
っ
た
よ
う
だ
。

混
声
合
唱
団
ハ
ー
モ
ニ
ー
啓

京
都
市
修
徳
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　

三
月
二
十
三
日
に
約
五
十
名
の
ハ
ー
モ
ニ
ー
啓
の
メ
ン
バ
ー
が
修

徳
第
二
回「
早
春
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」へ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
行
っ

た
。
修
徳
の
性
格
上
、
老
人
中
心
で
特
に
体
力
的
な
問
題
が
あ
る
の

で
短
時
間
で
終
わ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。
昨
年
の
第
一
回
目
か

ら
大
変
好
評
で
、
ア
ン
コ
ー
ル
に
応
じ
て
①
「
混
声
合
唱
の
た
め
の

童
謡
メ
ド
レ
ー
」
十
四
曲
源
田
俊
一
郎
編
曲
②
「
じ
ゃ
あ
ね
」
谷
川

俊
太
郎
作
詞
／
大
熊
崇
子
作
曲
）
③
「
い
の
ち
の
歌
」M

iyabi

作

詞
／
村
松
崇
継
作
曲
板
垣
敬
子
編
曲
。
他
一
曲
を
会
場
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
合
唱
し
た
。
約
一
〇
〇
名
の
大
観
衆
で
皆
さ
ん
大
変
喜
ん
で

く
だ
さ
り
笑
顔
に
勇
気
づ
け
ら
れ
る
。

ソ
ン
グ
バ
ー
ド
（
歌
唱
）

天
神
川
ケ
ア
セ
ン
タ
ー　

そ
よ
風　

　

一
月
二
十
九
日
に
十
一
名
、
三
月
二
十
六
日
に
は
十
四
名
が
施
設

を
訪
問
し
、
春
の
う
た
五
曲
を
演
奏
。
中
の
二
人
が
二
曲
デ
ュ
エ
ッ

ト
、
ひ
と
り
が
二
曲
ソ
ロ
で
歌
う
。
藤
田
鈴
が
ソ
ロ
で
歌
い
、
最
後

に
皆
で
う
た
う
コ
ー
ナ
ー
六
曲
ほ
ど
マ
イ
ク
を
回
し
て
皆
が
う
た

う
。
最
後
に
ア
ン
コ
ー
ル
と
し
て
、
皆
で
お
ぼ
ろ
月
夜
を
う
た
っ
て

終
わ
る
。
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留
学
生
伝
統
文
化
学
習
と
生
活
適
応
支
援

　

文
化
教
室
で
培
っ
た
伝
統
文
化
の
知
識
と
手
技
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し
て
高
校
留
学
生
に
対
す
る
伝
統
文
化
体
験
学
習

会
を
開
催
、
ま
た
外
国
人
留
学
生
に
対
し
て
は
文
化
教
室
に
お
い
て

個
別
指
導
を
行
い
、
授
業
料
の
一
部
を
支
援
し
た
。

外
国
人
の
た
め
の
日
本
伝
統
文
化
教
室

　

華
道
教
室　

草
月
流　

講
師　

木
平　

珠
影

　

受
講
者
：
ア
ン
ナ
・
ヘ
ン
チ
ェ
ル
（
ド
イ
ツ
人
）

　

授　

業
：
平
成
二
十
九
年
六
月　

生
け
花
指
導

　

茶
道
教
室　

裏
千
家　

講
師　

吉
田　

宗
翠

　

受
講
者
： 

チ
ェ
ン
・
セ
イ
デ
ィ
（
ア
メ
リ
カ
人
）

　

授　

業
：
平
成
二
十
九
年
六
月　

盆
略
点
前
指
導

高
校
留
学
生
伝
統
文
化
体
験
学
習
会

日　

時
：
平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
四
日
（
日
）

会　

場
：
鴨
沂
会
館
新
館
一
階
和
室
、
会
議
室
、
談
話
室
及
び
本
館

一
〇
一
号
室

参
加
者
：
留
学
生
七
名
（
米
国
男
女
生
徒
各
一
名
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド

女
子
生
徒
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
男
女
生
徒
各
一
名
、
中
国
女
子
生
徒
）

　
　
　
　

日
本
人
学
生
五
名　

Ａ
Ｆ
Ｓ　

日
本
協
会
京
都
支
部
員

「
高
校
留
学
生
伝
統
文
化
体
験
学
習
会
に
参
加
し
て
」

�

公
益
財
団
法
人
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会　
　

　
京
都
支
部
顧
問　

荒
木　

泰
子

　

今
年
も
ま
た
日
曜
日
に
先
生
方
、
職
員
の
方
々
総
出
で
外
国
人
高

校
留
学
生
七
名
と
日
本
人
大
学
生
男
女
五
名
が
日
本
の
伝
統
文
化

（
茶
道
、
華
道　

書
道
）
を
少
し
味
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

京
都
に
来
て
い
る
Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学
生
だ
け
で
な
く
、
三
島
支
部
か
ら

の
生
徒
、
そ
れ
に
学
校
独
自
の
交
換
留
学
生
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
感
謝
の
念
も
ひ
と
し
お
で
す
。

　

毎
年
の
こ
と
な
が
ら
、
正
座
に
苦
労
し
、
袱
紗
捌
き
に
悪
戦
苦
闘

し
な
が
ら
も
、
お
菓
子
に
つ
ら
れ
て
か
、
茶
道
体
験
は
全
員
に
好
評

な
の
で
す
が
、
今
回
は
ひ
と
り
、
お
茶
の
匂
い
、
餡
の
味
が
好
き
に

な
れ
な
い
と
言
っ
た
生
徒
が
い
て
驚
き
ま
し
た
。

　

華
道
は
自
由
に
活
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
こ
ち
ら
が
恥
ず
か
し
く

な
る
ほ
ど
の
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
花
も
各
自
持
ち
帰
り
ま

し
た
が
、
こ
ち
ら
の
期
待
通
り
ホ
ス
ト
家
庭
で
活
け
て
、
成
果
を
披

露
し
て
く
れ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
最
後
に
な
っ
た
書
道
で
は
昨
年
ま
で
の
よ
う
な
運
筆
の
基

礎
練
習
な
し
で
、
い
き
な
り
好
き
な
字
や
成
句
を
選
ん
で
何
度
か
練

習
し
た
後
、
団
扇
に
清
書
す
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
し
た
が
、
皆
そ

れ
ぞ
れ
、
か
な
り
の
自
信
作
に
、
先
生
ご
苦
心
の
生
徒
の
名
前
の
落

款
を
押
し
て
い
た
だ
い
て
大
満
足
で
し
た
。

　

花
材
、
花
器
片
付
け
の
段
に
な
っ
て
、
本
当
は
一
切
の
準
備
か
ら
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後
片
付
け
ま
で
教
え
る
（
生
徒
に
さ
せ
る
）
べ
き
で
は
な
い
か
と
の

ご
指
摘
も
あ
り
、今
ま
で
す
べ
て
鴨
沂
会
様
に
「
お
ん
ぶ
に
だ
っ
こ
」

だ
っ
た
こ
と
を
世
話
人
と
し
て
反
省
し
た
次
第
で
す
。
来
年
度
以
降

に
つ
い
は
、
こ
の
点
も
事
前
に
ご
相
談
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

と
も
あ
れ
、
今
年
も
本
当
に
楽
し
く
、
貴
重
な
体
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
て
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

「
伝
統
文
化
を
ふ
ま
え
た
生
け
花
」

　

木
平　

珠
影

「
暫
し
、
書
を
楽
し
む
」

　

嶋　
　

映
子

　

平
成
二
十
九
年
九
月

二
十
四
日
開
催
の
体
験
学

習
会
で
は
、
留
学
高
校
生

と
日
本
の
大
学
生
の
若
者

た
ち
と
日
本
の
伝
統
文
化

の
一
つ
で
あ
る
書
を
楽
し

む
と
い
う
時
間
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　

短
い
時
間
で
し
た
が
基

本
を
数
分
で
通
り
過
ぎ
、

好
み
の
文
字
や
言
葉
を
選

ん
で
も
ら
い
半
紙
で
練

習
。
早
速
団
扇
に
清
書
。

最
後
カ
タ
カ
ナ
文
字
で
そ

れ
ぞ
れ
の
名
前
を
朱
液
で

書
い
た
落
款
も
ど
き
の
紙
を
貼
っ
て
作
品
完
成
。
思
い
が
け
な
い
発

想
か
ら
、大
ら
か
で
自
由
な
文
字
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。

留
学
生
の
皆
さ
ん
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
し
た
か
。
日
本
の
学
生
さ

ん
お
手
伝
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

生け花の体験学習
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「
盆
略
点
前
で
ご
自
服
を
」

　

吉
田　

宗
翠

　

今
回
は
留
学
生
七
名
（
男
子

三
名
、
女
子
四
名
）
と
日
本
の

学
生
五
名
も
参
加
で
茶
道
の
体

験
が
始
ま
り
ま
し
た
。
席
入
り

を
し
、
床
の
間
の
お
軸
、
花
な

ど
拝
見
し
て
い
た
だ
き
、
特
に

お
軸
は
大
切
な
の
で
説
明
を
い

た
し
ま
し
た
。
風
炉
の
薄
茶
点

前
を
披
露
し
、
そ
の
後
水
屋
か

ら
の
点
出
し
で
、
和
菓
子
〝
光

琳
菊
〟
で
抹
茶
を
一
服
差
し
上

げ
ま
し
た
。
愈
々
、
各
自
で
盆

略
点
前
を
実
施
で
す
。
ま
ず
、

帛
紗
さ
ば
き
を
学
習
、
そ
し
て
棗
、
茶
杓
を
清
め
、
茶
筅
通
し
を
し

茶
巾
で
茶
碗
を
拭
き
、
各
自
が
棗
の
茶
を
茶
杓
で
す
く
っ
て
茶
碗
に

入
れ
る
。ポ
ッ
ト
の
湯
を
茶
碗
に
注
ぎ
茶
筅
を
振
っ
て
茶
を
点
て
る
。

こ
の
一
連
の
点
前
を
指
導
し
ま
し
た
。〝
干
菓
子
〟
で
各
自
が
点
て

た
お
茶
を
一
服
。
お
味
は
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
？
留
学
先
の

学
校
で
経
験
済
み
の
女
子
生
徒
は
な
か
な
か
の
お
点
前
で
感
心
い
た

し
ま
し
た
。

　
　

会　

記

床　
　
　
「
寿
光
」　　

金
閣
寺　

村
上
慈
海
老
師

花　
　
　

季
節
の
も
の

花
入　
　

備
前　

旅
枕　

薄
器　
　

雲
錦
松
葉
蒔
絵　
　
　

月　

峯　

造

茶
杓　
　
「
峯
の
松
風
」
紫
野
龍
源
院　

細
合
喝
堂
老
師

茶
碗　
　

仁
清
写　

菊
花
文
絵　

桐　

鳳　

造

　
　
　
　

奈
良
絵　
　
　

赤
膚　

二　

楽　

造

蓋
置　
　

丸
七
宝　
　
　

高
取　

楽　

山　

造

茶　
　
　

冨
嶽　
　
　
　
　
　
　

柳
桜
園　

詰

菓
子　
　

光
琳
ぎ
く　
　
　
　
　

亀
広
脇　

製
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ペドロ（ブラジル）：とても楽しかっ
た ! 花いけ花は一ばんすきです！ 
お茶はめっちゃおもしろかった！ 
書道は楽しかった！

ユニタロ　ニーナ（フィンランド）：
とても楽しかったです。まちゃは
おいしかった。いけばなはきれい
だった。しょどうは最初に不安だっ
たけど、おもしろくて楽しかった
です。日本の文化のこともっときょ
うみになりました。ありがとうご
ざいました！

ユージア（中国）：私の趣味の書道、
茶道、わたしの体験 wa とても良
い　ありがとうございます　楽し
い　日本の伝統文化体験　先生、
とても良い　kimono wa 素晴　お
茶と和菓子　美味しい！　ありが
とうございます！！今、楽しい　
大好き　Staff と先生　ありがと

アレイナ　ベキ（豪洲）：とても楽
しかったです。抹茶がおいしかっ
た。おかしが一番大好き。I learnt 
a lot of things. I wanted to do 

茶道 for a long time!　ありがとう
ございました。

カリド（豪洲）：おちゃは すきじゃ
ないです。はないけばなは たのし
です。いちばんすきなのは はない
けばなです　しょどうは むずかし
いから たのしいです

クリス　マロニー（米国）：本当に
おもしろかったです！６ヶ月に日
本ですんでいますが、こんな伝統
文化体験をしたことがないのです。
一番おもしろかったことは花道で
した、またしたいです！

マーニー（米国）：この体験はとて
も楽しかったです。茶道、書道、
いけばなも大切な体験だと思いま
す。日本に住んでいるうちに、こ
の三つを体験したとても良かった
です。先生はすばらしかったです。
お茶とおかしはおいしかったです。
日本の伝統的な文化を体験させて
くださってありがとうございまし
た。らい年の留学生もここに行け
ばいいと思います。

高校留学生日本伝統文化学習会感想文
　たどたどしい日本語、流暢な日本語でそれぞれ懸命に感想文を書い
てくれました。そのままここに記します。


